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ウルム氷期の小哺乳類拳

一岐阜県熊石洞の小型哺乳動物化石一

河村善也＊＊

1．はじめに

日本における第四紀の哺乳動物相の変遷は，す

でに高井(1938),TAKAI(1952),鹿間(1962)j亀井

（1162)，亀井・瀬戸ロ（1970)左どによって述べら

れている。これらの研究は主に，ゾウ･シカなど

の大型動物を中心とするものであったが，近年，

長谷川(.1966),KOWALSKI&HASEGAWA(1976)

などによって小型哺乳動物相の変遷も，次第に明

らかとなってきている。それらの成果をもふくめ

て，長谷川（1977脳，第四紀の脊椎動物の変遷に

関する現在までの知識をまとめている。

現在までのところ， 日本の第四紀の小型哺乳動

物化石の産出は，洞くつや裂かの堆積物に限定さ

れ， しかもその時代は，前期洪積世末期以降に限

定されると言われている。鹿間(1962)や長谷川

（1977)は,その時期を古い方から下部葛生階，中

部葛生階，上部葛生階，花泉階，下町階の5期に

わけているが，そのうち小型哺乳動物相がよく明

らかにされているのは，下部葛生階，上部葛生階

である。ところが花泉階とされるウルム氷期の小

型哺乳動物相については，従来ほとんど知られる

ところがなかった。

日本のウルム氷期は，気温の低下や陸橋の成立

にとも厳って，北方の動物群の南下がみられたと

されるが， このような時代の小型哺乳動物相がど

のよう丘ものであったかということは，非常に興

味深い問題であると思われる。小型哺乳動物の化

石の研究の進んだヨーロッパなどでは，氷期．間

氷期の気候変化にともなって，小型哺乳動物相に

顕著な変化がみられるとされ，小型哺乳動物を古

気候の指示者として利用する試みも産されている

(TOBPFER, 1963)。

岐阜県熊石洞の洞くつ堆積物は, Palaeoloxod-

ggnaunan",Sinomegacerosyabel,CervusPr-
－－－

aenipponicus,AlCessP. などを産し，その年代

は担cesの存在からウルム氷期と考えられている

（奥村， ，969;長谷川, 1977)oこれらの大型動物

にともなう小型哺乳動物化石の産出については，

すでに予察的に報告した（河村°石田, 1976)｡そ

の後の調査により，さらに多くの事実がみいださ

れ，熊石洞の小型哺乳動物化石群集の全貌がほぼ

明らかと左ったと思われるので, ここに改めて報

告する次第である｡

2．洞くつの位置・形態および堆積物

熊石洞の位置・形態やその堆積物については，

梶田ほか(1971)，河村・石田（1976）などにくわ

しい。

熊石洞は，岐阜県郡上郡八幡町美山の稚児山の

南斜面に開口する鍾乳洞で，洞口の標高は約640

mである。非常に深い堅穴であるが，化石を産す

るのは入口に近い横穴部分の天井に開口する裂か

(F4)とそこからくずれ落ちた堆積物のた室って

いる洞床(F1 ,F2) , さらにF4のすぐ臭の洞壁に

開口する裂か(喝）である。化石の産出量は,剛
でもっとも多い。化石をふくむ堆積物は，いずれ

の地点でも赤褐色の角レキ質の泥が主体であるが，

馬の堆積物には水平な層理がみられ，粗粒な部分

と細粒辰部分が互層している。恥堆積物の各層
には， 1～14の番号がつけられ，それぞれから産

出する小型哺乳動物化石の量を調べてみると，第

1図のように厳る。小型哺乳動物の化石は， どこ

にでも均一にはいっているのではなく，中部の第

6層付近に集中していることがわかる。一方，大

型哺乳動物化石では, Ealaeoloxodonnaumzmi

＊化石研究会第55回例会にて一部を講演

＊＊美山団体研究グループ．，京都大学理学部地質

学鉱物学教室 ･FS1nomegacerosyabeiが下部の第1～第4層に
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第’図風の堆積物の柱状図と各層別の小型哺乳動物化石の産出頻度（堆積物'0009あたりの化石の個
数で算定）。

1，2，4548，9，11， 13：泥質の角レキ層ないし角レキ質の泥層。 3，ス12 ：砂層。 10:砂および泥

の細かい互層。 14 ：泥層。 （ 1と2， 2とる， 5と6の間にうすいリモナイト層がみられる）

a:欝歯目の切歯の数。 b:攪歯目の臼歯の数。 。：兎目の臼歯の数。 d:食虫目および翼手
目の下顎の鋲

多<, CervbS"･aenipponlcusは上部の第1 1層 離した歯のあるものには， このふるいの目を通過

付近に多い。 するものがある同したがって，化石群集を構成す
る各種の出現頻度を比較するには，下顎の数で表

5．小型哺乳動物相 現するのがもっとも妥当では底いかと考えた。

熊石洞の堆積物から，現在までに18種の小型哺 各目ごとに特徴をあげると，以下のように底る。

乳動物化石が得られている（第1表）。そのうち 食虫目: Sorexghinto,PymecodopPilirostris,

食虫目は5種(2Z8％），翼手目5種(2Z8%),兎 UrotrichustalpOideS,Euroscaptorcf.mizura,

目1種(5:5"） “ 畜歯目7種(38.9妬)である。化 』壁垂cf.型聖里の5種が得られた。この5種
石群集中の各種の出現頻度を比較するために，得 すべてが現在の日本の固有種とされるものである。

られた下顎の個数を各種ごとに数えてそれぞれの 幽現頻度をみると旦竺竪旦里竺gと旦塑且codo旦甦些一

割合を求めた（第2図）。化石としてよく保存さ 型OStri且が多く,Mogeracf･哩墾や恥roscaptor

れるものに下顎や歯があるが，歯の場合には，各 cfmizur旦もごく普通に出現する。一方U聖塑空些

分類群ごとに大きさのちがいが著しい。ここで用 ･talpoide§はきわめて少なく，上腕骨1個が発見
いた小型哺乳動物化石の採集法は，洞くつ内より されただけである。ここで興味深いのは，食虫目

運び出した堆積物を0.5m目のふるいにとおして， の化石群集の大部分を占める§堅堅§…'璽一

残ったものから化石を捨いあげるという方法であ mecod四辺型rostris,Buroscapto[cf.mizu唾の

るが（河村・石田， 1976)，食虫目や翼手目の分 3種が，現在主に，本州中部の高山に島状の孤立
－6－



第1表熊石洞から産出した小型哺乳動物化石

(q～易は産出地点）。
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第2図：熊石洞から産出した小型哺乳動物化石の

量的組成。下顎の数比が示されている。
1. Sorexshinto
－4－

2. Dymecodonpilirostris
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ない。
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の食虫目の化石群集は，現在の本州の低地ではみ

られ底いものがそのほとんどを占めるという特徴

がある。

重手目:Rhinolophusferrumequinum,R.cornutus,

1ndet．

"yotissp 7Minlopteruscf・schreibersl,Murina

leucogasterの5種が得られた。いずれも大陸お

よび日本に広く分布する種類で，本州中部でもご

く普通に見いだされる。化石群集の組成では，

RhinolophusferrUmequinlxU,旦.cornutusが多<,

Myotissp・やMiniopterusof.schreibersiも普
一

通に出現する。

兎目:LepuSbrachVurus l種のみである。現

在の日本の固有種とされるものである。

爵歯目:Gllruluscf.Japonicus,Olethrl･noIIWs
sp. ,EothenomysSmthii,Microtusmontebelll,

5

第3図:熊石洞から産出した爵歯目臼歯の量的組

成。M1の数が示されている（下顎に植立

したものも含む）。

1． EothenomysSmlthll

M.cfepira､tticeps,Apodemusspeciosus,A.arg-
－

enteusの7種が得られ，種類数ではもっとも豊

富である。特に注目に値するのは，絶滅種および

現在本州に生息しない外来種2種を含むことであ

る。

Microtuscf.epiratticepsは，現在ユーラシ

ア大陸北部から北千島に玄で広く分布する必

２
５
４
５
６

Olethrlonomys sp

Apodemusargentjeus

A.speciosus
一 ‐

Microt｣uscfepirattlceps

M.nlOntebelll
－

－7－



の産地にも共通するものである。

翼手目では共通するものが多く，鴇歯目では：
1）絶滅種および外来種の2種は他の産地と共

通するものである。

2) Eothenomyssmithii,Microtusmontebel:Li,

oeconomusに近縁な種類で，周口店第1地点から

YOWG(1934)によって最初に記載された。KO-

WAIJSK1&HASBGAWA(1976)によれば，本州

各地の中・後期洪積世の洞くつ。裂か堆積物より

その産出が知られている。

一方, Olethrionomyssp は現在の日本列島で argenteusのよう厳固有種も他のApodemus

産地と共通する。

中国の後期洪積世の代表的丘化石産地として，

顧卿屯（徳永。直良， 1939;徳田， 1939)， シャ

ラ。オソ・ゴル(BOUIJE eta1. ,1928),周口店

上洞(Pm1,1940)が知られるが，それらの化石

群集と比較すると共通するものがほとんどないこ

とがわかる。わずかに，熊石洞で絶滅種および外

来種としたMicrotuscf. epiratt1cepsf'Ole-

は北海道にだけ分布するC.rufocanusに近いもの
ー－

である。現在Olethrionon乃rs属は，津軽海峡以南

には分布していないが, KOwALSKI&HASEG-

AWA(1976)によれば，本州各地の中･後期洪積世

の洞くつ・裂か堆積物からその産出が知られてい

る。

鴇歯目の臼歯のうち特にMは,大きさも大きく，
また一般に種としての特徴をよく表わすので，そ

の出現頻度を第3図に示した｡驚歯目のうちもっ
とも多いのは, mothenomySsmithiiとMicrotus

montebellirM!の数ではこの2種で大部分を占め

thrionomyssp (Orufocanusに近いものとして）

が共通するのみである。

このよう左ことから，本州のウルム氷期の小型

哺乳動物相は，固有度がきわめて高く， この時期

に動物群の水平的辰移動は，ほとんど起らをかつ

たのでは産かろうか。同様のことを，亀井・野尻

湖発掘調査団('976）は，後期洪積世の日本列島

と大陸地域の動物相との間に，すでに生態的な隔

離が働いていたのではないかと述べている。

上部葛生階とされるミンデル氷期からウルム氷

期にかけての時代（長谷川, 1977）に，すでに本

州の現在の小型哺乳動物相の大部分はできあがっ

ていて，以後さほど大きな変化をこうむることな

く現在まで連続しているものと思われる。前の時

代に生息した何種かの絶減種，外来種は， ウルム

氷期までにそのほとんどが本州から消え去り， ウ

ルム氷期以後M1crotuscf. epira hticeps-faCle-

る。次に知odemusspeciosusが普通に出現する
－－

が，前2者と比べるとか左り少ない。△･grge旦一

teus,01ethrionomyssp.,M・of.epiratticepsは

きわめて少ない。

現在の熊石洞周辺は，広く森林におおわれてい

て，採集される小型哺乳動物は,jpodemuaargenF
一－ －

teus,4.Speciosu帥x主で, Eoljhenomyssmithii茸ー 一－

はさほど多くない。その点熊石洞から産出する化

石群集とは趣を異にするところである。

Gllrulusjaponicusは，今蚤で日本から化石

としての産出が少履く，分離した歯が数個知られ

ているだけである(KOWALSKI &HASEGA-

WA,1976)。熊石洞からはM聯1個発見された。

thrlonomySsp. が絶城することで現在の本州の4．他の化石産地との比較

長谷川(1966,1972).FKOWALSKI&HASEGAWA

(1976）は， 日本の多くの小型哺乳動物化石の産

地をあげている。熊石洞の化石群集をそれらのう

ちの後期洪積世とされるものと比較すると次のよ

うな特徴がみられる。食虫目では：

1）他にみられないDymecodonpijirosl)riS･fa

をあげている。熊石洞の化石群集をそれらのう

動物相が完成した。

5． まとめ

D後期洪積世とされるものと比較すると次のよ 1）ウルム氷期と考えられる熊石洞の堆積物に含

凌特徴がみられる。食虫目では： まれる小型哺乳動物化石を調査した。 18種の小

1）他にみられないPymecodoppilirosl)risや 型哺乳動物化石が得られたが，その内わけは，
食虫目5種,翼手目5種,兎目1種爵歯目7muroscaptorof.mizuraを産する。

－

2) Anourosorexjaponicus･faShikamainosorex 種であった。

densicingulataのよう丘絶滅種を産し厳い。 2)食虫目では, SoreXshintO,Dymecodon堅塁

ろ）他の産地にかなり普遍的にみられるOroc4- 聖旦竺聖,恥roscapborcf.plizura壱が大部分を
duradsinezumやUrotrichustalpoidesが 占める。これらの3種は，現在主に本州中部の
－－

－

ほとんど出現しない。 高山に孤立した島状の分布域をもつ種である。

4)PoreX型型2や辿聖里cf 皿聖里は他 ろ)翼手目の5種は,いずれも現在,大陸, 日本
一8－



に広く分布する種類で，本州中部でもごく普通

に見いだされる種類である。

4）脅歯目には，出現頻度は低いが,絶滅種と外
来種の2種(yicrotuScfepiratticeps, Ole-

－－

thrionomyssp.)が含まれる。出現頻度の高い

のは, EothenoWssmithll7Microtusmontebelli
-－－ _二

であり, "Joden皿sspeciosus,A.argenteusは
－ －－

のは, EothenoWssmithll7Microtusmontebe
-－－

であり, "Joden皿sspeciosus,A.argenteusは
－
－－

以上の方'々には記してお礼申し上げる。

文 献

BOULE,M. , BREUIL, H. , LIOENEE.

andTELLHARDDECHARDIN,P.,1928: Le
ノ ノ
paleolithiquedelaChlna.Arch.Inst.raleont.

Hum.Mem.,(4), 1-138,PLs. 1－50．

長谷川善和， 1966：日本の第四紀小型哺乳動物化

石相について．化石， （11)，51-40．

HASEGAWA,Y. ,1972:TheNaumanniselephant,

Ih1aeoloxodonna皿正江mi(MAKIYAMA)fromthe

少履い。現在室で化石としての産出例の少底い

Glj.ruluscf.japonicusが得られた。

5）日本の他の後期洪積世とされる化石産地の群

集と熊石洞とを比較すると，共通する要素は多

いが, PymecodonPmirostrls,EuroScaptor IatePleistoceneoffSbakaahann,Shodoshilna

Is・inSe･bolnlandSea,Japan.Bull.Natn℃Sci.

Mus. ,15, 513－591, pls、 1-22.

長谷川善和， 1977:脊椎動物の変遷と分布． 日本

の第四紀研究， 227－243，日本第四紀学会，東

京大学出版会，東京．

梶田澄雄。青山昌三。北村哲郎・日比野実, 1971：

岐阜県石灰順潰料2，郡上八幡町安久田・美山地

域.岐阜プ轍育"", (自然科学), 5:579－588

河村善也･石田克， 1976:岐阜県熊石洞産の後期

洪積世小型哺乳動物化石．洞窟学雑誌,1,28-34．

亀井節夫， 1962:象のきた道地球科学， （60．
611 23－31 .

亀井節夫・瀬戸ロ烈司， 1970:前期洪積世の哺乳

動物．第四紀研究， 9， 158－163・

亀井節夫。野尻湖発掘調査団， 1976:後期洪積世

の哺乳動物相と古生態．陸の古生態， 22-41，

日本地質学会・日本古生物学会，共立出版，東
京”

KOWALSK1,K.andHASEGAWA,Y.,1976:Quat-

ernaryrodentsfromJapan. Bull.Natn. Sc1.

MUs. , Ser.C(Geol. &Paleont.),2,31-66 ,

pl.L

奥村潔， 1969:美山哺乳動物群について．岐阜
県地学教育， 6， 12－24．

PEI,W.C. , 1940 :nleUPper"veFa[maof

ChoukoUtien．m1aeont.Sinica,NewSer.07

(10) , 1-84, pls. 1-8.

鹿間時夫， 1962：化石哺乳類よりみた日本列島と

大陸との陸地接続．第四紀研究， 2, 146-153．

高井冬二， 1958:本邦に於ける新生代哺乳動物

（予報） ．地学雑誌， 45， 745－765．

TAKAI,F. , 1952:Asmmaryofthe函皿皿瞳lian

faunaeofmSternAsiaandtheinterrela-

cf.皿竺は熊石洞のみから産する。一方，
Anourosorexjaponicus,ShikaIminosorexde-

nsicingulataのよう左絶滅種は産･しない。

6）同じく後期洪積世とされる中国の化石産地の

群集と比較すると．ほとんど共通するものが辰

い。共通するのは，熊石洞で絶滅種。外来種と

した2種の蕃歯類のみである。
7）ウルム氷期の小型哺乳動物相は，固有度が高

く， との時期には，現在とさほど変わら左い小

型哺乳動物相が存在したと思われる。わずかに

存在した絶滅種・外来種もこの時期を最後に本

州から消滅した。

6．おわりに

美山団体研究グループによる熊石洞の発掘は，

1967年以降行なわれている。その成果は逐次発表

される予定であるが，その一環として，筆者は主

に小型哺乳動物化石を担当して研究を進めている。

本研究を行雇うにあたって多大をご援助，ご討論

をいただいた美山団体研究グループ・の方,々には心

から感謝の意を表する。

京都大学亀井節夫教授には，研究の過程で終始

ご指導いただき，原稿を読んでいただいた｡､京都

大学霊長類研究所の相見満氏，教養部の小林恒明

助教授，動物学教室の故徳田御稔博士，村上興正

氏，渡辺茂樹氏，愛知学院大学花村肇氏，秋吉台

科学博物館の庫本正博士には，現生の小哺乳類に

関していろいろお教えをいただき，比較標本を提

供していただいた。熊石洞の所有者井森月耕氏か

らは，快く，発掘の許可をいただいた。

きた京都大学理学部地質学鉱物学教室丘らびに

動物学教室大学院の方々には， 日頃一方ならぬご

援助をいただいている。

－9－



TOEPFER,V.,1963:TierweltdesEiszeital-

･ters、 198p. AkademischeVerlangsgesellsch

aft7Geest&PortigK-G． , Ieipzig･

YOUNG,0.0． ,1934:q] thelnsectivora,

ChirOpters,恥denti.aandPrimatesother

thanSinanthropusfromlpcalitylatCho-

ukoutien. Palaeont. Sinica, Ser.0, 8, (3) ,

1-160, pls. 1-10. (1977年6月15日受理）

tionshipsofcontinentsincetheMesozoic,

Japan．Jour.Geol.andGeol・andGecgr.9 22,

169－205．

徳永重康･直良信夫， 1959:満州帝国恰爾浜顧卿
屯発掘の古生物．第1次満蒙学術調査研究団報
告, 2, (4), 1-229, pls、 1-22.

徳田御稔， ’939:恰爾浜郊外顧卿屯発掘の化石欝
歯類. 2 ,fl) , 1-19.

(論文紹介）
M.Marsh,G.HopkinS, F.FisherandR.L.SaSs(1976):
Structureof theMollugcanBivalveHingeLigament,aUniqueCalcified
ElasticTisSue. J.Ulrast. Re8 ,54, 445－450

との論文はSpisulasolidissinnの靱帯を用い みなすことができる。そして，結晶は結節部で密
て，その光学顕微鏡電子顕微鏡による観察結果 集し，他の部分(lobe)で疎と左る。この結節プ
を報告し，その構造と弾力的性との関係を検討し リズムの径は約4浬である。
たものである｡ 結晶の形からみると, pseudo-prismはnoded
S.solidiSsimaの靱帯は外側非石灰質と内側石 prismよりも不規則である。しかし，両者とも各
灰質の部分からなっている。ここでは後者につい プリズムは厚さ約,00Xの膜で包まれている。
ての報告が中心である。以下では内側石灰質部を 以上のように, SpiSulasolidiSSimaの靱帯は
単に靱帯と呼ぶことにする。 2つのタイプのプリズムからなっている。側方部
靱帯はタンパク質の基質中に50～60筋のアラレ のは長い柱状のプリズムで，歯のエナメル質のプ
石を含んでいる。 リズムによく似ている。一方，中央部のはコイル
靱帯は殻に接する側方部(lateralarea)と中央 状に巻き，一定の規則性をもって密に配列したプ
部(cnteralarea)の2つの部分からなる。この リズムから蔵っている。この構造はおそらく靱帯
両部にある鉱物はいずれもアラレ石であるが，側 の弾力特性に関係しているものであろう。すなわ
方部ではpseudo-prlsm;中央部ではnodedprism ち，スプリング構造のプリズムは，閉殼時におけ
の構造がみられる。 る圧縮力に対抗するバネの働きをするであろう。
側方部：光顕観察では，長く，円柱状の直径10 桿状のプリズムは，弱いが弾力性のあるタンパク
～50解のrodが認められ，この長軸は成長縁に垂直 質基質を補強することになろう。mll(1895)は
である。これは従来の報告にみられるlitilus, 靱帯の石灰化部はO-springの性質を基本的に
Ostreaその他の石灰化靱帯のfinefiberに相当 有していると述べている。たしかに， このことは
する。 云える。

電顕では,rod状のアラレ石は有機基質中に間 この論文を要約すると以上の通りであるが，靱

瀦鯛§て鏡搬繍鰹難総……ペ崎……弾力陸。
合体ということになる。束内のrodは方位はすべ 高めるために効果があろうが，プリズムがあるこ
て必ずしも同じではない。この集合状態から殻にみ とによりどのように強化に役立つのか玄だ明らか

に底ってい丘い。しかし， ここでは， う．リズムの
られる本来のprismaticstruc･bureではな<,
pseudo-prisna-biostruc･bureと呼ぶべきもので コイリングにより，スフ°リングとしての役を果し
ある。 ているのであろうという。他の種類では，靱帯の
中央部の靱帯では，光顕観察によると波状構造 プリズムは直線的であり， これほどのスプリング
を示すcrosshatcmngが認められる。これはあ の効果は期待できないであろう。この点について
らゆる断面で認められることから， この結晶はら はなお研究の余地があるが，いろいろ左事実から

せん対称を示すコイル状の形態をもつものである。 みると靱帯の石灰化はその機能と密接左関係にあ
電顕観察によると， このことをさらに明らかにし るといえよう。石灰化部分の微細構造についても，
ている。靱帯中央部はプリズムから底り， このプ もっといろいろ丘場合（種類）について観察事実
リズムは円筒状コイル巻きをした集合体となる｡
この構造は結節のあるフ・リズム(nodedprism)と を積み上げていく必要がある。 （真野勝友）
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